
N
o
.2
9
2
 S
p
rin
g
.2
0
2
2

No,292  Spring.2022



特別寄稿
内航カーボンニュートラル推進に向けた検討会
国土交通省 海事局 海洋・環境政策課 内航海運技術革新推進官　大野　敬介

1

舶用業界レジェンドからのお便り
当会・元理事　宇津木 洋三 様（㈱宇津木計器） 16

NEWS
日舶工アクションプラン2022 / SEA JAPAN2022 展示会の開催概要 / 東京海洋大学において
「舶用工業説明会」を実施 / 規制緩和により高速電力線通信（PLC）が鋼船内で利用可能に / 鳥取大
学において「舶用工業説明会」を開催 / 大阪府立大学において「舶用工業説明会」を開催 / 兵庫県立
大学で「舶用工業説明会」を開催 / ブラジル海事関係者とのオンラインミーティングを昨年に続き実
施 / （一社）日本舶用工業会/（一財）次世代環境船舶開発センター共催 「GHG ゼロエミッション新
燃料ワークショップ」を開催 / 東京海洋大学において令和3年度舶用工業講義を実施 / MALAYSIA 
MARITIME WEEK 2022展示会にて舶用工業セミナーを実施 / 東京海洋大学「舶用工業講義」の一
環として工場見学をオンラインで実施 / 神戸女子大学において「舶用工業説明会」を開催 / （一社）
日本舶用工業会/（一財）次世代環境船舶開発センター共催 第2回「GHG ゼロエミッション新燃料
ワークショップ」を開催

19

海外駐在員レポート
ジェトロシンガポール事務所　舶用機械部 / ジェトロ香港事務所　舶用機械部 / 
ジェトロヒューストン事務所　舶用機械部

47

行政だより 57
JSMEA 舶用工業の技術力
㈱浪速ポンプ製作所 / ナブテスコ㈱ / 新倉工業㈱ / 中国塗料㈱　

62

舶用技術トピックス 65
会員だより
商船三井テクノトレード㈱ / ㈱京泉工業 67

INFORMATION（1月～3月）
会員の動向 / 委員会等開催状況 / 訃報

68

編集後記 69

C O N T E N T S HAKU  No.292

舶用工業  “舶” No.292 Spring 2022
発行日 ・ 2022年3月31日
発行 ・ 一般社団法人 日本舶用工業会
〒105-0001 東京都港区虎ノ門１丁目１３番３号  虎ノ門東洋共同ビル５階
Tel.（03）3502-2041　Fax.（03）3591-2206　E-mail:info@jsmea.or.jp
制作／印刷 ・ 株式会社 創美

舶2022春_目次_表2.indd   1 2022/03/28   20:00

HAKU No.292 Spring 2022・69

＜会員企業の最新動向に関する記事のご寄稿のお願い＞

　日頃から当会事業運営にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　さて、今般、当会季刊誌「舶」に「会員だより」コーナーを設け、会員企業の最新動向をご紹介し、業界内の交流・連携
等の促進の一助といたしたいと存じます。
　つきましては、貴社におかれて、以下に該当する事項がございましたら、会報「舶」担当者へご一報いただければ幸
いです。記事掲載に関するご相談をさせていただきます（掲載無料）。
　なお、新製品、新技術に関する内容は、別途ご案内している「舶用工業の技術力」コーナーにて取り扱わせていただ
きます。

１．【募集する記事の内容】

① 新事業の展開など
② 内外における工場や事務所の新設・拡張など
③ 内外の企業との新たな技術提携、販売提携など
④ 本社・工場が立地する地域（町）の紹介など
⑤ その他の最新動向

２．【掲載ページ数】

〇１/２頁の場合（文字数400字、写真１枚程度）

３．【原稿の締め切り】

原稿の締め切りは、次のとおり各号発刊の一か月前を原則と
しています。
① ４月号（春　号）原稿締め切り：２月中旬頃
② ７月号（夏　号）原稿締め切り：５月中旬頃
③10月号（秋　号）原稿締め切り：８月中旬頃
④ １月号（新年号）原稿締め切り：前年11月中旬頃

４．【照会先】

電話：03‒3502‒2041
会報「舶」担当者：調査役　芳 賀　寿
メールアドレス：houga@jsmea.or.jp

会員だより紹介について

編　集　後　記編　集　後　記
◇ 総務部の内山と申します。当会にお世話になってから早や1年がたちましたが、コロナ禍で会員の皆様との交流がほとんどでき

ず、多くの方が私をご存じないかと思います。事務機メーカーの経理畑の仕事を長年やってきて船舶関係の業務経験はありませ
ん。総務部所属で直接の接点は多くないかと思いますが、少しずつでも皆様のお役に立ちたいと思っておりますので今後ともよ
ろしくお願いいたします。（内山）

◇ 昨年のGW直前から技術部でお世話になっています。当会も日々たくさんの会議があるのですが、すっかりWeb会議が定着しま
した。世界中の会議でも参加でき、会議資料も共有できてしまいます。移動制限や3密回避のための苦渋の対策がうまく機能し
た例だと思いますが、まさに全世界を同時に引っくり返した新型コロナの破壊力のおかげです。結果として「災い転じて福とな
す」と言えるように、用心深く、挫けずにウィズコロナの世界を生きていきたいです。（鈴木隆男）

◇ 3月末で、この職場に異動させてもらってから2年となっておりました。東北への単身赴任から戻ってきて、新型コロナ、感染症、
え、何それ、という間もなく、東京駅では売店がすべてしまっていてというような、これまで見たことも無いような異様な光景に
遭遇し、職場ではテレワークと、社会人になって以来の、本当に、直接的な仕事の内容とは関係の無いところでのはじめての経験
を大変多くさせていただいた期間となりました。その後も、新型コロナの猛威は終わることなく今まで続いており、オミクロン
株をもって終わってくれないものかなと切に思う、今日この頃です。というところなのですが、今度は、ロシアによるウクライ
ナへの攻撃、人災も始まって、平時というものが存在しないような感じになってしまって、本当に先が見えない時代になってし
まったと思っています。
この2年間、新型コロナの関係など、国交省関係からの情報や問合せの会員各位へのご連絡等対応やサプライチェーン最適化な
どに取組ませていただき、会員各位から大変多くのご協力を賜り、誠に有難うございました。私は、この4月で、異動となります
が、引き続き、海事クラスターの中で、舶用工業界の発展のために微力ながら対応して参りたいと思っておりますので、引き続き
のご指導を何卒よろしくお願い申し上げます。最後になりますが、大変お世話になり、誠に有難うございました。（米川）

◇ 「舶用技術トピックス」にて、質の高い情報提供を目指して行きたいと思います。春は新入社員の方々も入社している事と思いま
すので新人育成向け等にて、本”各新規則要求と各環境規制値の推移”をご利用いただければ幸いです。（芳賀）
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